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♪ ♫

青梅街道 私 たちの 身  近 な 文  化  財 
わたし み ぢか ぶん か ざい

　小平 市  域 には、その中心を東西に 貫 く大きな道が通っています。市民の 皆 
し いき つらぬ みな

さんには 大  変 なじみの深い「 青  梅  街  道 」です。この道路ができたのは、ある
たい へん お うめ かい どう

 歴  史 上の出来事がきっかけでした。
れき し

　 天  正 18年（1590年）、日本を 統  一 した 豊  臣  秀  吉 は、当時天下を 争 ったライ
てん しょう とう いつ とよ とみ ひで よし あらそ

バルの 徳  川  家  康 に、その 領  地 である 三  河 （ 愛  知  県 ）・ 駿  河 
とく がわ いえ やす りょう ち み かわ あい ち けん する が

（ 静  岡  県 ）か
しず おか けん

ら 関  八  州 
かん はっ しゅう

（ 関  東  地  方 ）
かん とう ち ほう

への 領  地  替 えを命じました。当時、東日本は西日本と 比 べると開
りょう ち か くら

発の 遅 れた 地  域 であったため、 家  康 は 江  戸 を 本  拠  地 と定めて、その開発に着
おく ち いき いえ やす え ど ほん きょ ち

手します。 秀  吉 の死後、 慶  長 5年（1600年）に 関  ヶ  原 の 戦 いが起きると、 家  康 
ひで よし けい ちょう せき が はら たたか いえ やす

は 豊  臣  勢  力 に 勝  利 し全国 支  配 の 実  権 をにぎり、 江  戸 に 幕  府 を開きます。これ
とよ とみ せい りょく しょう り し はい じっ けん え ど ばく ふ

により 江  戸 は日本の 政  治 の中心地となり、 城  下  町 の 整  備 が進められました。
え ど せい じ じょう か まち せい び

　 慶  長 9年（1604年）より 江  戸  城 の 改  修  工  事 がはじまり、 家  康 は日本 各  地 の
けい ちょう え ど じょう かい しゅう こう じ いえ やす かく ち

大名に 天  守  閣 や 石  垣  工  事 を行わせました。こうした 工  事 に 漆  喰 の 原  料 となる
てん しゅ かく いし がき こう じ こう じ しっ くい げん りょう

 大  量 の 石  灰 が 必  要 になったことから、産地である 青  梅 市から 江  戸 へ 石  灰 を運
たい りょう せっ かい ひつ よう お うめ え ど せっ かい

ぶ道路が 整  備 されました。これが 青  梅  街  道 です。 青  梅  街  道 は 青  梅 から 内  藤 新
せい び お うめ かい どう お うめ かい どう お うめ ない とう

宿（ 現  在 の新宿区）まで11里（44ｋｍ）の道のりで、 途  中 、 箱  根  ヶ  崎 （ 瑞  穂  町 ）・
げん ざい と ちゅう はこ ね が さき みず ほ ちょう

 田  無 （西東京市）・中野（中野区）
た なし

に宿駅がおかれました。小平 市  域 は七か所へ
し いき

向かう道が交わる 重  要 な場所でしたが、水が 得 られないため人家がない野原
じゅう よう え

のようなところでした。 加 えて 箱  根  ヶ  崎 から 田  無 までは 距  離 が長かったた
くわ はこ ね が さき た なし きょ り

め、天気によっては 街  道 
かい どう

を行きかう人馬が行き 倒 れることもあり、ここに 中 
たお なか

 継 ぎ村がないのは 不  便 でした。
つ ふ べん

　当時岸村（ 現  在 
げん ざい

の 武  蔵  村  山  市 ）に住み、この様子を見ていた
む さし むら やま し

 小  川  九  郎  兵  衛 
お がわ く ろ べ え

は、 明  暦 2年（1656年）に
めい れき

 石  灰 
せっ かい

 運  搬 の 伝  馬  継 ぎ（荷物を運ぶ馬を用意してお
うん ぱん てん ま つ

き、荷物を運んできた馬を交代させて次の 目  的  地 へ送り出す荷役）を 務 める
もく てき ち つと

ことなどを 条  件 に、 幕  府 にここ
じょう けん ばく ふ

での開発を 願 い出ます。この 願 
ねが ねが

いは 認 められ、
みと

 九  郎  兵  衛 は新田
く ろ べ え

を開きます。これが小平市の 発 
はつ

 祥 となる小川村です。
しょう

 九  郎  兵  衛 
く ろ べ え

が開発を 願 い出た理由には、その3年前の 承  応 2年（1653年）に
ねが じょう おう

 青  梅  街  道 
お うめ かい どう

のすぐ 南  沿 い
みなみ ぞ

に玉川上水が 造 られ、この地で水が 得 られるようになったこともあったと思われま
つく え

す。開発は 青  梅  街  道 
お うめ かい どう

 沿 いに行われたため、村は
ぞ

 街  道 
かい どう

に 沿 って東西に広がることになり
そ

ました。 延  宝 2年（1674年） 頃 に 描 かれた「 小  川  村  地  割  図 」を見ると、図の中央を左右
えん ぽう ころ えが お がわ むら ち わり ず

に 貫 くように太い道路が
つらぬ

 描 かれ、その 両  脇 に 民  家 
えが りょう わき みん か

と細長い長方形の 短  冊  形 
たん ざく がた

の土地区画が 並 んでいる
なら

のがうかがえます。
　その後、 青  梅  街  道 

お うめ かい どう

は 舗 
ほ

 装 されたり 道  幅 を広げら
そう みち はば

れたりしましたが、 道  筋 
みち すじ

は昔のまま 変 わっていま
か

せん。小平市は、この小
川村を中心に、その後に
 東  側 
ひがし がわ

で開かれた新田集落を 合  併 してできました。 青  梅  街  道 が 市  域 の中心を 背  骨 のよ
がっ ぺい お うめ かい どう し いき せ ぼね

うに 貫 いて通っているのは、 徳  川  家  康 
つらぬ とく がわ いえ やす

の 関  東 への 領  地  替 えと
かん とう りょう ち か

 江  戸 の開発、そして小平
え ど

市の 起  源 となる 新  田  開  拓 の 歴  史 の 積 み重ねの 結  果 なのです。
き げん しん でん かい たく れき し つ けっ か

小学生、中学生に読んでもらいたい記事を
のせています。読めない字があったら、おう
ちの人に教えてもらってね。

　平成29年度に、平櫛田中作の大型木彫作品《浮彫天部
像》（4幅一組）が美術館に寄贈されました。この作品は、平
櫛田中の美術品収集を支えた古美術店「不言堂」の創業者
坂本五郎氏のゆかりの作品です。
　平櫛田中は美術骨董をはじめ、同時代の作家の作品まで
幅広い美術品の収集を楽しみました。展覧会では、平櫛田
中の「収集」活動をテーマに、坂本氏にゆかりのある美術
品をはじめとした「平櫛田中コレクション」を紹介します。
と　き　5月19日（日）まで
渇「誕生仏展示」
　記念館では、4月15日（月）まで、お釈迦様の生誕を祝う
「 灌  仏  会 」の時期にあわせて、平櫛田中が制作した《南無

かん ぶつ え

誕生仏》を展示します。
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開館時間　午前10時～午後4時　※なるべく、午後3時30分までに入館してください。
休　館　日　火曜日。ただし、4月30日（火）は開館。
観　覧　料　一般…300円（220円）、小・中学生…150円（110円）　※カッコ内は、団体20人以上です。
問　合　せ　平櫛田中彫刻美術館　☎042（341）0098　※駐車場をご利用の方はご相談ください。

◆2月17日（日）ルネこだいら大ホール
　「小平よさこい」は、地域の幼児・小学
生から社会人まで、幅広い年齢層に親しま
れており、今回は22チームが出場しまし
た。
　当日は出演者969人を含め1,827人が集
い、日頃の練習の成果を披露する小学生の
姿や、大学生のキレのあるダンスに、温か
い声援が送られました。エンディングで
は、舞台・客席がひとつになって盛り上がりました。

　1月8日（火）に、ルネこだいら大ホールで開催され、市内中学校9校の代表生
徒が、それぞれの考えを自分の言葉で堂々と発表しました。
　また、当番校の花小金井南中学校
生徒会は、意見発表会のサブタイト
ル「伝えたい　僕らの思い」の考案
やポスター原画作成のほか、当日の
司会や舞台運営を担い、大いに活躍
してくれました。
　発表文集は、小平市ホームページ
からご覧いただけます。

〈地域学習支援課〉

中学校生徒意見発表会

第15回小平よさこいスクールダンスフェスティバルｉｎ2019
　現在、国指定史跡化を目指している鈴木遺跡は、今から3万数千年前から1万
数千年前まで営まれた、日本を代表する後期旧石器時代の遺跡で、石神井川の
かつての水源部を取り巻くように広がる都内でも最大級の遺跡です。
　特別展では、発掘調査で発見された江戸時代の薬容器や、昭和初期の茶碗な
どの展示を行います。
　江戸から東京に移り変わる時期の小平の歴史の一側面を物語る鈴木遺跡につ
いて、最新の分析結果とともに紹介しています。
と　き　5月22日（水）までの水曜・土曜・日曜・祝休日　午前10時～午後4時
ところ　鈴木遺跡資料館展示室（鈴木町1−487−1）
入館料　無料

江戸東京150年関連文化財特別展
「鈴木遺跡と江戸東京」

渇春のお茶会
　平櫛田中が愛した庭園で、おいしい抹茶とお菓子を
お楽しみいただけます。
と　き　4月19日（金）～21日（日）
　　　　午前10時～午後3時
ところ　平櫛田中彫刻美術館庭園（荒天の場合は室内）
費　用　1席300円（別途、観覧料が必要です）
　　　　※各日、先着60人
協　力　小平茶道華道友の会
渇桜草の展示…4月17日（水）～24日（水）
渇わくわく体験美術館ウィーク
　期間中は、小・中学生のみ無料で観覧できます。（同伴の保護者の方は観覧料が必要）
　楽しいワークシートを用意しています。
と　き　4月20日（土）～5月6日（月）　午前10時～午後4時
対　象　小・中学生

問合せ　地域学習支援課　☎042（346）9834

◆2月24日（日）ルネこだいら大ホール
　多摩北部都市広域行政圏域（小平市・東村山市・清瀬市・東久留米市・西東京市）の高校
から、13校23チームが出場し、出演者486
人を含む1,647人が、会場を訪れました。
　各チームのパワフルなステージに会場は
大いに盛り上がり、高校生たちが自ら企画
したエンディングでは、各校の選抜メンバ
ーが参加し、大迫力のダンスが繰り広げら
れました。
　当日の受付や会場整理なども、参加した
高校生たちが行いました。
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〈発表生徒の皆さん（前列）と花小金井
南中学校生徒会の皆さん（後列）〉

平櫛田中作〈浮彫天部像〉

〈「小川村地割図」延宝２年（１６７４年）頃〉


